
販売用資料 設定・運用は

マンスリーレポート （基準日：2016年10月31日）

設定日：2000年12月22日　償還日：無期限　決算日：9月16日(休業日の場合は翌営業日) 追加型投信／海外／株式

●商品の特色

●基準価額の設定来推移 ●当月のパフォーマンス推移

●設定来の運用実績 ●基準価額と純資産総額

●直近6期の分配実績 ●信託財産の構成

　　　　しており、実際の基準価額とは異なります。 

ＪＡ海外株式ファンド

比率(%)

　ﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ受益証券 100.1

　短期資産等 -0.1

　合計 100.0

　　うち実質外貨建比率 100.7

ファンド

ﾌｧﾝﾄﾞ騰落率
(分配金再投資)

（1）

ベンチマーク
騰落率

（2）

差異
（1）－（2）

（％） （％） （％）

　

過去1ヵ月 1.21 1.81 -0.61

過去3ヵ月 -4.31 -1.18 -3.14

過去6ヵ月 -6.55 -4.63 -1.92

過去1年 -15.37 -14.30 -1.06

過去3年 33.34 11.68 21.66

設定日来 78.73 37.42 41.31

決算年月日
分配金

(課税前)

（円）

2016/09/16 110

2015/09/16 310

2014/09/16 250

2013/09/17 210

2012/09/18 0

2011/09/16 0

設定来合計 1,500

※1 ファンド騰落率（分配金再投資）は、当ファンドの決算時に収益の分配金があった 

      場合に、その分配金（課税前）を再投資した場合の騰落率です。 

      また、実際のファンドにおいては、課税の条件によってお客様ごとに騰落率は異なります。 

※2 ファンド騰落率は過去のものであり、将来の運用成果を保証するものではありません。 

※1 基準価額は信託報酬等控除後で算出されます。 

※2 設定日の基準価額は設定当初の投資元本です。 

※1 比率は純資産総額対比です。 

※2 短期資産等には、コール、ＣD、CP、現先、未収金、 

      未払金等が含まれます。 

※1 比率は純資産総額対比です。 

※2 短期資産等には、コール、CD、ＣP、 

      現先、未収金、未払金等が含まれます。 

年月日 基準価額
ＭＳＣＩ  ＫＯＫＵＳＡＩ

インデックス
（当社円換算ベース）

純資産総額
ﾏｻﾞｰﾌｧﾝﾄﾞ
純資産総額

（円） （ポイント） （百万円） （百万円）

2016/10/31 16,038 177,943.65 434 23,590
2000/12/22

(設定日) 9,76910,000 1129,486.04

比率(%)

　外国株式 97.4

　短期資産等 2.6

　合計 100.0

マザーファンド

○当ファンドは、ＪＡ海外株式マザーファンドを主要投資対象とし、マザーファンドを通じて、日本を除く世界先進各国の株式に投資を行います。 
○マザーファンドの運用にあたっては、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーに外貨建資産の運用の指図に関する権限を委託します。 

○当社が円ベースに換算したＭSCI KOKUSAI・インデックスをベンチマークとし、ファンダメンタルズ分析と計量分析を併用した手法により銘柄選択を行い、 
   ベンチマークを上回る投資成果を目指します。 
○株式の組入比率は原則として高位に保ちます。また、外貨建資産については、原則として対円為替ヘッジは行いません。 
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基準価額 

分配金再投資ﾍﾞｰｽ 

ベンチマーク 

（円/ポイント） 

※1 分配金再投資ﾍﾞｰｽは分配金（課税前）を再投資したものとして計算しており、分配金があった場合は実際の基準価額とは異なります。 

       また、実際のファンドにおいては、課税の条件によってお客様ごとに値は異なります。 

※2 ベンチマークの設定来推移は、設定日を10,000として指数化したものです。 

※3 上記のグラフは過去のものであり、将来の運用成果を保証するものではありません。 

※ 1万口当たりの実績です。 

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。  １/８



設定・運用は

マンスリーレポート （基準日：2016年10月31日）

追加型投信／海外／株式

＜マザーファンドの運用状況＞

●地域別・国別組入比率

●業種別組入比率

ＪＡ海外株式ファンド

ヘルスケア 

24.4% 

公益事業 

16.6% 

情報技術 

14.5% 

一般消費財・

サービス 

11.2% 

金融 

10.8% 

生活必需品 

10.6% 

素材 

4.4% 

電気通信サービ

ス 

3.6% 

資本財・サービス 

2.3% 不動産 

1.3% 
エネルギー 

0.4% 

※ 比率は純資産総額対比です。 

 

地域 国名 ﾌｧﾝﾄﾞ(%)

アメリカ 76.7           
北米 カナダ 4.8            

小計 81.5           
イギリス 6.4            
イタリア 0.2            
オランダ 0.3            
フランス 0.3            
ドイツ 2.1            
スイス -               
スペイン 0.2            
ノルウェー -               

欧州 スウェーデン 2.3            
フィンランド -               
ベルギー -               
アイルランド -               
デンマーク 0.3            
ポルトガル -               
オーストリア -               
ギリシャ -               
小計 12.0           
オーストラリア 0.3            
シンガポール 0.2            
香港 2.7            
ニュージーランド 0.6            
イスラエル -               
小計 3.8            

株式合計 97.4           
その他 2.6            
合計 100.0         

その他の地域

業種 ﾌｧﾝﾄﾞ（%）

ヘルスケア 24.4
公益事業 16.6
情報技術 14.5
一般消費財・サービス 11.2
金融 10.8
生活必需品 10.6
素材 4.4
電気通信サービス 3.6

資本財・サービス 2.3
不動産 1.3
エネルギー 0.4

合計 100.0

※ 比率は外国株式現物対比です。 

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。  ２/８



設定・運用は

マンスリーレポート （基準日：2016年10月31日）

追加型投信／海外／株式

＜マザーファンドの運用状況＞

ＪＡ海外株式ファンド

※ 国名は主要上場国です。 

※ 比率は外国株式現物対比です。 

●組入上位15銘柄

順位 銘柄名 国名 通貨 業種 組入比率(%)

1 ALPHABET INC-CL A アメリカ USドル 情報技術 3.6

2 MICROSOFT CORP アメリカ USドル 情報技術 3.6

3 JOHNSON & JOHNSON アメリカ USドル ヘルスケア 3.6

4 KROGER CO アメリカ USドル 生活必需品 3.6

5 MERCK & CO. INC. アメリカ USドル ヘルスケア 3.5

6 APPLE INC アメリカ USドル 情報技術 3.5

7 AMAZON.COM INC アメリカ USドル 一般消費財・サービス 3.4

8 UNITEDHEALTH GROUP INC アメリカ USドル ヘルスケア 3.3

9 PINNACLE WEST CAPITAL アメリカ USドル 公益事業 3.3

10 EXELON CORP アメリカ USドル 公益事業 3.1

11 BRISTOL-MYERS SQUIBB CO アメリカ USドル ヘルスケア 2.7

12 UGI CORP アメリカ USドル 公益事業 2.6

13 POWER ASSETS HOLDINGS LTD 香港 香港ドル 公益事業 2.5

14 IMPERIAL BRANDS PLC イギリス 英ポンド 生活必需品 2.3

15 PUBLIC SERVICE ENTERPRISE GP アメリカ USドル 公益事業 2.3

組入銘柄総数： 94銘柄

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。  ３/８



設定・運用は

マンスリーレポート （基準日：2016年10月31日）

追加型投信／海外／株式

＜運用担当者のコメント＞

●10月の市場動向と運用状況

ＪＡ海外株式ファンド

運用担当者のコメントは、受益者向けに投資信託の運用状況を開示するため、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー（以下、ウエリントン社）から提供され

た情報を元に、農林中金全共連アセットマネジメントが作成したものです。ウエリントン社からの情報は、海外市場の月末を基準として提供されており、ファンドの評価基準日

とは一日異なります。また、上記コメントは、将来の市況環境の変動、正確性等を保証するものではありません。 

(市場動向) 
 10月のグローバル株式は下落しました。「Hard Brexit（強硬離脱：移民の制限を重視し、欧州連合（EU）と何の協定も結ばない）」シ
ナリオへの懸念、米大統領選を巡る不透明感、米連邦準備理事会（FRB）と欧州中央銀行（ECB）の政策転換の可能性が投資家セ
ンチメントを悪化させました。こうしたリスクが認められたものの、一部では前向きな動きも見られました。世界の合併・買収（M&A）総
額は過去最高を記録し、中国景気は安定化に向かい、企業の決算発表は全般的に予想よりも好調でした。しかし、投資家マインドを
支配したのは終盤に入った米大統領選でした。FBIがクリントン氏の私用メール問題の捜査再開を発表したことから、Brexitのような
驚きの結果（トランプ氏勝利）が待ち受けているのではとの見方が高まりました。ベンチマークの月末終値は、ドル高円安が進行した
影響を受け前月比+1.81%（円ベース）の177,943.65ポイントとなりました。 
 
(運用状況） 
 当ファンドのリターンは、銘柄選択効果はプラス寄与したものの、業種配分効果がマイナス寄与したことでベンチマークを下回りま
した。  
 
【業種配分効果】 
 金融、ヘルスケア等がマイナス寄与し、業種配分効果は、マイナス寄与しました。  
 主なセクターのオーバーウェイト/アンダーウェイトは以下のとおりです。 
 ・主なオーバーウェイトセクター…公益、ヘルスケアなど  
 ・主なアンダーウェイトセクター…エネルギー、金融、資本財など  
 
【銘柄選択効果】 
 公益等の銘柄がプラス寄与し、銘柄選択効果はプラス寄与しました。 主な銘柄は以下のとおりです。  
 
公益事業 (+) 
Exelon – 米国の大手電力会社。市場予想を上回る四半期決算を発表しました。従来型の発電部門で、特に夏の猛暑シーズンに効
率的な操業を行ったことが奏功しました。会社による2016年通期の見通しが引き上げられたことも好感されました。 
 
情報技術（＋） 
Microsoft – 米国のソフトウェア会社。良好な四半期決算が歓迎されました。Azure（クラウドサービス）、Office、Windowsに加え、サー
バー事業でも良好な利益成長を達成しました。 
 
  

ヘルスケア (-) 

McKesson, Cardinal Health – 米国の医療品流通会社。後発医薬品の価格下落圧力、先発医薬品の価格上昇の鈍化、薬価競争の

激化などを背景に、業績予想を引き下げました。 

 

一般消費財・サービス (-) 

Amazon.com – グローバルでEコマースを展開する米国の会社。第3四半期の売上は伸びたものの、利益が伸びずに失望売りが出

ました。同社のプライム・ビデオ、フルフィルメントセンター、海外展開などへの設備投資がかさみました。 

 

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。  ４/８



設定・運用は

マンスリーレポート （基準日：2016年10月31日）

追加型投信／海外／株式

＜運用担当者のコメント＞

●今後の市場見通しと運用方針

世界経済予測 (%)
実質ＧＤＰ インフレ率 企業収益伸び率

2016年 2017年 2016年 2017年 2016年 2017年
米国 1.4 1.9 1.0 2.2 0.0 14.0
ユーロ圏 1.4 1.3 0.2 1.4 3.0 13.0
英国 1.3 -0.6 0.8 2.3 -2.0 18.0
全世界（先進国） 2.4 2.7 4.0 3.5 - -

※市場見通しは9月末時点のものです。また将来の市況環境の変動正確性等を保証するものではありません。

ＪＡ海外株式ファンド

運用担当者のコメントは、受益者向けに投資信託の運用状況を開示するため、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー（以下、ウエリントン社）から提供された

情報を元に、農林中金全共連アセットマネジメントが作成したものです。ウエリントン社からの情報は、海外市場の月末を基準として提供されており、ファンドの評価基準日と

は一日異なります。また、上記コメントは、将来の市況環境の変動、正確性等を保証するものではありません。 

（市場見通し） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【グローバル金融市場】 
  
主なポイント 
▸ 2017年に向けて、設備投資や個人消費、住宅市場を支援に米国経済の成長率は加速する。 
▸ 米FRBは引き締めサイクルを慎重に進めるはず。年内に0.25%の利上げを1回、2017年に2回の追加利上げを予想する。 
▸ ユーロ圏のファンダメンタルズの改善で来年初めにはECBに量的緩和縮小の余地が生まれる。 
▸ Brexitの英国経済への悪影響は多くの人が予想したほどではなかったものの、英国経済落ち込みのリスクは残っている。 
▸ 日本は「ヘリコプター・マネー」に向けてさらに歩みを進めた。公式に認めたわけではないが、政策当局は円安による名目GDP成
長率の引き上げを目標としている。 
▸ リフレと財政刺激策が中国の構造的成長率鈍化の緩衝材となるはず。 
▸ 中国の景気刺激策、コモディティ価格の回復、最近の米ドルの安定化が相まって、新興国全般でマネーサプライの伸びが高まっ
ている。これは今後数カ月内で成長率見通しが改善する可能性を示唆している。 
 
まとめ  
 グローバル経済は、成長率の安定化、コモディティ価格の回復、FRBの緩やかな引き締めサイクルを背景に、リフレ化に向かって
いるようです。しかし、この明るいシナリオにはリスクも潜んでいます。政治的には、米国の通商政策が重商主義に傾き、欧州では
ポピュリズムの台頭が続く恐れがあります。経済的には、一部の新興国で最近認められる成長率の回復が、米FRBの利上げと米ド
ル高に直面し、2017年に失速する可能性があります。しかしながら、当面は、世界経済のリフレ化が勢いを増す可能性が高いで
しょう。 
 
（運用方針） 
 ファンダメンタルズ調査と定量分析を組み合わせたプロセスにより、質が高くバリュエーションの魅力的な銘柄を重視した銘柄選
択に注力します。ポートフォリオはフル・インベストメントを維持し、市場のタイミングを取ることはしません。  

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。 ５/８



設定・運用は

マンスリーレポート （基準日：2016年10月31日）

追加型投信／海外／株式

＜参考＞市場動向（マーケット指標の推移）

○為替相場 ○株式市場

ＪＡ海外株式ファンド
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当ファンドは、株式などの値動きを生じる証券（外貨建資産には為替リスクもあります。）に投資しますので、基準価額は日々変動します。従って元金が保証されるものではありません。ま

た、運用の成果は運用の実績により変動します。投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客様に負っていただくことになります。当資料は当社が信頼できると

判断したデータにより作成しましたが、その正確性､完全性等を保証するものではなく、また事前の通知なしに内容を変更する場合があります。投資信託は貯金(預金）保険制度の対象で

はありません。当資料は金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。 

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。  ６/８



設定・運用は

マンスリーレポート

追加型投信／海外／株式

○お申込みメモ

○委託会社、その他の関係法人

　お申込、投資信託説明書（交付目論見書）のご提供は

　　◆委託会社：農林中金全共連アセットマネジメント株式会社（金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第372号
　　　　　　　　　 　一般社団法人 投資信託協会会員/一般社団法人 日本投資顧問業協会会員）
　　　　　信託財産の運用指図、目論見書および運用報告書の作成等を行います。
　　　　　　　　　 ：ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー（投資顧問会社）
      　　当ファンドの直接の関係法人ではありませんが、委託会社よりJA海外株式マザーファンドにおける外貨建資産の運用
          の指図に関する権限の委託を受けて投資判断・発注等を行います。
　　◆受託会社：三菱UFJ信託銀行株式会社（再信託受託会社：日本マスタートラスト信託銀行株式会社）
　　　　　追加信託に係る振替機関への通知等、信託財産の保管・管理・計算等を行います。
　　◆販売会社：以下をご覧ください。
　　　　　ファンドの募集の取扱い・販売、目論見書・運用報告書の交付、一部解約の請求の受付、収益分配金、償還金
　 　　および一部解約金の支払い等を行います。

　　販売会社等につきましては、以下の先までお問い合わせください。
　◆農林中金全共連アセットマネジメント株式会社
　　ホームページ：http://www.ja-asset.co.jp
　　フリーダイヤル：0120-439- 244（受付時間：営業日の午前9時～午後5時）

ＪＡ海外株式ファンド

いつでもご購入いただけます。

ただし、ニューヨーク証券取引所の休場日またはニューヨークの銀行の休業日にはご購入の申込みの受付けを行いません。

■購入単位 販売会社が定める単位

■購入価額 購入申込日の翌営業日の基準価額

購入申込日の翌営業日の基準価額に２．１６％（税抜２．００％）以内で販売会社が独自に定める率を乗じて得た額とします。

詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

■信託設定日 ２０００年１２月２２日

■信託期間 無期限

■信託報酬 純資産総額に対して年１．６２％（税抜１．５０％）

■決算日 毎年９月１６日（休業日の場合は翌営業日）

原則として実質的な利子・配当収益に相当する収益を中心に、基準価額水準、市況動向等を勘案して分配を行います。ただし、
分配対象額が少額の場合には分配を行わないこともあります。

分配金再投資（累積投資）専用ファンドですので、収益分配金は税金を差し引いた後、自動的に無手数料で再投資されます。

いつでも解約請求によってご換金いただけます。

ただし、ニューヨーク証券取引所の休場日またはニューヨークの銀行の休業日にはご換金の申込みの受付けを行いません。

■換金単位 １口単位

■換金価額 換金申込日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を差し引いた価額

■信託財産留保額 換金申込日の翌営業日の基準価額に０．３０％を乗じた額

■換金代金の支払い 換金代金は原則として換金申込日から起算して５営業日目から支払いを行います。

■税金 ＜個人のお客様の場合＞

　・ 収益分配時の普通分配金については、配当所得として取り扱われ、課税されます。

　・ 換金時ならびに償還により交付を受ける金銭等は、譲渡所得とみなし、譲渡益に対し課税されます。

＜法人のお客様の場合＞

　・ 収益分配時の普通分配金ならびに換金時および償還時の個別元本超過額に対し課税されます。

 ※ 税制が改正された場合等には、上記の内容が変更となることがあります。詳しくは、販売会社、税務署などへお問い合わせください。

■購入

■購入時手数料

■収益分配

■換金

ニューヨーク証券取引所の休場日またはニューヨークの銀行の休業日には、購入、換金のお申込みの受付けを行いません。金融商品取引所や外国金融商品市場におけ

る取引の停止、その他やむを得ない事情があるときには、購入、換金のお申込みの受付けを中止すること、およびすでに受け付けた購入、換金のお申込みを取り消す場

合があります。

■ 最終ページの「主なリスクと手数料」および「留意事項」を必ずお読み下さい。  ７/８



設定・運用は

マンスリーレポート

追加型投信／海外／株式

○主なリスクと手数料

＜当ファンドに係るリスクについて＞

＜当ファンドに係る手数料等について＞

○留意事項

■ 当資料は、農林中金全共連アセットマネジメント株式会社（以下、「当社」といいます。）が作成した販売用資料であり、金融商品取引

　　法に基づく開示書類ではありません。

■ 当資料は当社が信頼できると判断したデータ等により作成しましたが、その正確性、完全性等を保証するものではなく、また事前の

　　通知なしに内容を変更する場合があります。市場環境等の見通しにつきましても、その確実性を保証するものではございません。ま

　　た、将来の運用成果を保証するものでもありません。

■ 当ファンドは、株式などの値動きの生じる証券（外貨建資産には為替リスクもあります。）に投資しますので、基準価額は日々変動

　　します。したがって、元金および収益分配が保証されるものではなく、投資元本を割り込むことがあります。また、運用の成果は運用

　　の実績により変動します。投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客様に負っていただくことになります。

■ 投資信託は預貯金や保険商品とは異なり、預金（貯金）保険機構、保険契約者保護機構の保護対象ではありません。投資信託のお

　　申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

■ ご購入の際は、販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受取りいただき、詳細をご確認のうえ、ご

　　自身でご判断いただきますようお願いいたします。

■ MSCI KOKUSAI・インデックス（当社円換算ベース）はMSCI Inc.が開発したMSCI KOKUSAI・インデックス（米ドルベース）をもとに、

    MSCI Inc.の許諾を得たうえで、当社が独自に円換算したものです。

ＪＡ海外株式ファンド

　下記の事項は、この投資信託（以下｢当ファンド｣という。）をお申込みされる投資家の皆様にあらかじめ、ご確認いただきたい

重要な事項としてお知らせするものです。

　お申込みの際には、下記の事項および投資信託説明書（交付目論見書）の内容をよくお読みください。

　当ファンドは、主に日本を除く世界先進各国の株式を実質的な投資対象としますので、海外株式の下落による組入株式の価格の下落や、

組入株式の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。また、外貨建資産に投資

を行いますので、為替の変動により損失を被ることがあります。

　したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金が割り込むことがあ

ります。

　当ファンドの基準価額の変動要因としては、主に「株価変動リスク」「為替変動リスク」などがあります。

　※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の｢投資リスク｣をご覧ください。

◆申込手数料（１口当たり）・・・申込時にご負担いただくものです。

　お申込日の翌営業日の基準価額に2.16％（税抜2.00％）以内で販売会社が独自に定める率を乗じて得た額とします。

　※詳しくは販売会社もしくは申込手数料を記載した書面にてご確認ください。

◆換金（解約）手数料・・・換金時にご負担いただくものです。

　ありません。

◆信託報酬・・・保有期間中に間接的にご負担いただくものです。

　ファンドの純資産総額に年1.62％（税抜年1.50％）の率を乗じて得た額とします。

◆信託財産留保額（１口当り）・・・換金時にご負担いただくものです。

　換金申込受付日の翌営業日の基準価額に0.30％の率を乗じて得た額とします。

◆監査費用・・・保有期間中に間接的にご負担いただくものです。

　ファンドの純資産総額に年0.00324％（税抜年0.003％）の率を乗じて得た額とします。

◆その他の費用（＊）

　　有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引、オプション取引等に要する費用、外国における資産の保管時に要する費用、信託事務

の処理に要する諸費用、信託財産に関する租税、受託者の立て替えた立替金の利息、資金借り入れを行った場合の借入金利息

　※詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「費用と税金」をご覧ください。

　（＊）｢その他の費用｣については、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することができません。

当該手数料等の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。
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